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霊長類学会大会 (1998年6月.岡山).霊長規研

究 14(3):253.

2)川本芳 (1998)迫伝子からみた東北のサルの

起源と進化.東北ニホンザルフォーラム ･イ

ン･山形 (1998年11月,山形).

3)川本芳 (1998)迫伝的な側面から見た地域個

体群.西日本ニホンザルフォーラム (1998年12

月.犬山).

4)川本芳 (1998)技術講座:｢調査技術｣DNA.

苅2回猷宙対策学習会 (1998年12月.京都).

5)川本芳 ･平井啓久 ･Mwenda.∫.M.･Suleman.
M.A.(1998)ケニヤ産nL'ctJ'lans系グエノン3グ

ループの迫伝学的研死.分子変兄.荊14回日本

霊長規学会大会 (1998年6月,岡山).霊長切研

究 14(3):252.

6)的円誠 ･庄武孝苑 (1998)サバンナモンキー

(CercoDL'thecusaethlops)野生群におけるミト

コンドリアDNA変兄の熊田迫伝学的研究､日

本迫伝学会約70回大会 (1998年9月.札幌).

Gene&GcncticSystems73(61429.

7)庄武孝鵡 (1998)サウジアラビアの過去､現

在､未来の野生動物.El本ナイル ･エチオピア

学会荊7回学術大会 (1998年9月､犬山).要旨鵜
p.2.

8)田中和明 ･山脈祐宏 ･川本芳 ･山本菰雄 ･天

野卓 ･並河康夫 (1999)シトクロームb迫伝子の

塩基配列の比較解析によるウシ属の系統関係.

第95回日本古庄学会大会 (1999年3月,東京).

系統発生分野

茂肘古生 ･相見 浦 ･祐非正成 ･本坊-失

く研究概要)

A)東アジアの化石霊長輔の進化に関する研究

茂馴 言生 ･高井正成 ･四松 虫1)

'中国 ･タイ ･ミャンマーなどに産山する八
位類の化石を検討し､其損類の起源とそのアジア

における進化に関しての研究をおこなっている｡

1998年度はミャンマー国中央部のボンダウン地

域に広がる中和始新世後半の地層で発掘調査をお

こない､新属の霊長頬とPondaungL'aの化石を発

見した｡これらの発見は､束アジア地域における

犬猿類 (市等霊長切)の起源を示している可能性

がある｡

B)インドネシアにおける耶四紀霊長頬の研究

相見 浦

インドネシアの現生及び化石霊長類の系

統 ･進化 ･分類について､詳細な研究を行った｡

C)南アメリカにおける節三紀の化石霊長籾の研

究

柄井正成 ･茂原信生

(1)ボリビア同のサジヤ地域において､後

期漸新世 (約2500万年前)の化石広典猿BTmJ'seIIa

の発桐調査をおこなっている｡BranL'sellaは現在

知られている広古の広鼻鏡規化石でありしその形

態は原始的な広苑猿類の状態を保っている｡この

形態を他の化石 ･現生広鼻猿類と比較することに

より.広舟狼類の起源に関する問題について検討

している｡
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(2)コロンビア国のラベンタ地域におい

て､中期中新世 (約1500万年前)の地層の発掘

調査を継続している｡1998年度は.1986年に発

見されていたA.血 deJ】SJsの上顎歯と下顎骨を発

見した｡これらの化石種と現生種との関連性をも

とに.現在の広鼻猿類の形態的な多様性について

系統分校学的研究をおこなっている｡

D)ニホンザルの時代的な形態変化,ならびに分

布の変遷に関する研究

茂原信生 ･本細一美 ･川本 芳2)

iJ主機世､縄文時代の追跡から出土している

古代ニホンザルの形態､分布の時代的な変化を研

死している｡少なくとも51追跡からの出土を確

組しており､風穴洞穴から出土した洪積世ニホン

ザルを中心にDNA分析を試みている｡

E)家筋の系統とそれにもとづいた日本人の起源

にIAlする研究

茂原信生 ･本郷-莱

形娘的 ･迫伝的特徴から日本の在来家畜

(とくにイヌとブタ)の系統を探り､さらに人間

AS団の移動及び日本列島への渡来について探る研

死を行っている｡イヌは人とともに移動し､ヒト

の移動を追跡することが出来る可能性を秘めてお

り､計削El的 ･非計&rJ的な骨格の調査や､文化的な

田からの調査を行っている｡

F)家宙化の研究

本郷-美

田アジアにおける家畜飼育の開始と牧畜の

発通を解明するため､イスタンブール大学におい

て, トルコ東南部にあるチャユヌ遺跡の新石器時

代初il叫の文化層から出土した噛乳動物骨の同定と

計測をすすめている｡

く研究業績)

論文

一英文-
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278.
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symposium onthearchaeozoologyof
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Choyke(eds.),ARC-Publication.Groningen.

pp.255-275.
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Anthropology,Sato,M.,Tokura,H.,
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1)本弥一美 (1999)カマン･カレホユック第ⅠIb

層出土の動物迫存体.｢カマン･カレホユツク8｣

アナトリア考古学研究ⅤⅠⅠⅠ:179-197.

1)形態進化分野 2)集団迫伝分野
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2)祐非正成 (1999)爪拍矧 まアジアで誕生したの

か一原始的霊長ylから穴旅切への進化を探る.

科学 69(4):1-9.

報告 ･その他

一和文-

1)相見浦 (1998)学名の話(32)チンパンジーはヒ

トか.モンキー 277-278:24-27.

2)相見満 (1998)学名の話(33)シロテテナガザ
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3)本郷-1美 (1998)湯屋遺跡出土の動物迫存体.
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r似尾道跡:協屋温泉棟道路改良工事に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告雷｣岐串県文化財保讃セン

ター.pp.79-81.
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pp.104-113.

5)本郷一美 (1998)節8回国際考古動物学会

(カナダ ･ヴィクトリア大学,1998年8月23-29
日).日本考古学協会会報135:14-15.

6)本郷一美 (1999)動物迫存休染料の有効利用

のために.日本西アジア考古学会通信 5:9-10.

7)茂原信生 (1998)上信越自動中道屋代追跡群

から出土した猷骨と人骨.長野県埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告市.上信越自動中道埋蔵文

化財発掘調査報告讃25-更埴市内その4､r更

埴条理迫跡 ･屋代追跡群一弥生 ･古lR時代縞 ｣:

229-232,Pl.35.
8)茂原信生 (1998)砂原追跡 (長野県)出土の

江戸時代人骨.長野県埋蔵文化財センター発掘

調査報告苔30.｢北陸新幹線埋蔵文化財発掘調

査報告書1-軽井沢町内 ･御代田町内 ･佐久市

内 ･浅科村内一｣:197-210.

9)茂原信生 (1998)動物退存体と人骨.長野県埋

蔵文化財センタ-発掘調査報告書31｢北陸新幹
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1)Abe.M.Toytl.K.T'lkizawa.T,Kobayashi.

S.,Takemoto.H.皮.Shigehara.N.(1998)
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4)茂原信生 ･高井正成 ･国松豊 ･苦学平 ･鄭良
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ト頭蓋骨の計測の一例.第52回日本人類学会
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6)高橋秀雄 ･山下真幸 ･史常徳 ･芹沢雅夫 ･茂

原信生 (1998)頭蓋のディジタル画像データ損
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(1998年3-4月,大阪).解剖学雑誌73(4):452.

7)高井正成 ･茂原信生 ･FedericoAnaya･瀬戸
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(1998年6月,岡山).霊長類研究14(3k250.

8)高井正成(1999)ミャンマーの始新世の真放類

化石.中部人類学談話会 (1999年3月.名古屋).

社会生態研究部門

生態機構分野

杉山幸九 ･森 明雄 ･松村秀一

く研究概要)

A)西および束アフリカに生息する大型納入狼の

行動 ･生態学

杉山幸九 ･MichaelA.Huffmanl)･

竹元博幸2)･松原 幹2)

全頭個体識別のもとに長州追跡してきたギ

ニア国ポッソウの野生チンパンジーについて,①

遊動域内の植物季節と糞分析による採食虫の季節

変化調査を継続した｡②全個体の式､尿,災内の

毛をDNA分析のため採集した｡現在分析中であ

る｡③近隣個体群との遺伝的類縁度を明らかにす

るため､ニンバ山のチンパンジー生息地における

上記資料の収張を開始した(集団迫伝分野 ･嶋田

誠との共同研究)｡◎野外突験も含めた道具使用行

動のVTR記録の分析 ･整理を進め､その発達と伝

播の分析をおこなった｡

さらに､ウガンダ国ブドンゴ森の野生チン

パンジーについて,寄生虫感妄削こ対する自己治嫉

行動の行動生態学的調査を行い.採良品目と非栄

養的摂取物の薬効作用について研究した (京都

大･大束 肇､近畿大･小晴水弘一､村上 明､オ

ランダ国ライデン大･A.Poldermanとの共同研

究)｡

B)ヒヒ類の研究

森 明雄

エチオピア南部アルシ州に生息するゲラダ

ヒヒのポピュレーションの研究を行っている｡エ

チオピア北部の袋田とは隔離されたこのゲラダヒ

ヒの小ポピュレーションは､ユニット構成が不安

定で､各ユニットの独立性が高い｡両地域の生態

的､社会的特徴の比較から.ゲラダヒヒのバンド
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